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2023年 8/1(火)実施 
 

24目標 状況別セミナー 

８・９月のポイント 
 

セミナーの開催目的 

Ⅰ ゴールから逆算する p.3 

   短答・論文合格までに必要な３つの力 

   学習時、常に意識してほしいこと３つ 

Ⅱ ８・９月 状況別のポイント（短答リスタート生・上級講義受講中・短期集中生等）p.10 

Ⅲ アクセス・短答答練の準備・復習について p.19 
 

巻末資料 

サポート制度（LINEオープンチャット始動） 

令和５年短答Ⅱ 正解率 40％以上を全て正解すると…  
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定期的なセミナーの開催目的    ２つの面で、時間対効果を高める 

 

 
 

 定期的に、時期ごとの目標・よくご相談いただく内容を共有 

         ▼ 

 短期的・中期的ゴールが明確になる 

         ▼ 
 

 学習方針などで 迷いや不安がなく、学習に集中 できる。 

 

 

 

☑学習ペースがずれたり成績が伸び悩んだ時にも･･･ 

         ▼ 

 定期的にセミナーで、 

 状況別の優先順位/スケジュールの組み方共有 

         ▼ 
 

 自力でもある程度立て直せる ようになる。 
 

 質問・相談時、時間内で より具体的な話が可能 になる。  

質問・相談などサポート利用時の時間対効果 

自習時の時間対効果 
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Ⅰ ゴールから逆算する 

 

短答・論文合格までに必要な３つの力 
 

学習時 常に意識すること３つ 
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短答・論文合格までに必要な３つの力 
 

１ 理解（丸暗記が減る・実務でも使える） 
 

２ 暗記/ピーク合わせ（事前の下準備・テキストへ一元化） 

「見たらわかる」「知っている」だけでは不十分。 

覚え切ることができるか？ 

本試験当日、【よどみなく】引き出せるか？ 

最後の２週間、ピークを合わせられるか？ 
 

３ 試験中の行動（時間配分・資料の読み取り・メンタル面） 

得点に繋げ切ることができるか？  

 

短答・論文共に、基礎的な問題を確実に取り切る 

＋ 

基礎の組み合わせで、応用問題にチャレンジする 

▼ 

合  格 
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学習時 常に意識すること３つ 

 

① 重要かつ苦手な分野に取り組んでいるか？ 

 

② 今、どのような力を伸ばそうとしているか？ 

 

③ インプット・アウトプットどちらかに偏っていないか？ 

         テキスト中心/具体と抽象 
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学習時 常に意識すること① 
 

「合格との距離を詰めるため、 重要 かつ 苦手 な分野に取り組んでいるか？」 
 

短答論文共に、受験生の多くが正解する問題を取れば合格できる。 

※巻末資料を参照。直近の短答式試験 正解率 40%以上を全て取ると危なげなく合格可能。 
 

重要度を意識しつつ、苦手科目・論点をなくす。 

まずは計算科目 。併行して徐々に理論科目。 

 

計算科目は、一度丁寧に演習・暗記に取り組めば、直前期のメンテが短時間で足りる性質有り。 

 例：アクセスや答練を一部解く→周辺を想起・テキスト点検により、10-12日間で全論点１周 
 

短答直前２ヶ月に理論科目(財理/企業/監査)へ自習の６-7割など充てられるように、 

今のうちに財務計算・管理を強化する。 

９月末や 10月上旬などまでは、計算科目に合わせて６－８割充てるケースも有り。 

 

★ピークを合わせるため、 

   特に最後の２週間は、得意な論点もインプット・アウトプット点検。  
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学習時 常に意識すること② 

  「今、どのような力を伸ばそうとしているか？」 

理解や暗記？暗記の下準備？試験中の行動？ 
例：解法や下書き自体の定着･･･アクセスなどを１・２週間ほど置いて繰り返し解き、テキストへ戻る 

  試験中の行動・やらかし対策･･･初見の問題か、１ヶ月以上解いていない問題で試す 
 

 

関西岡本講師「何を変えれば短答に合格できるか？」セミナー ★初学者も冒頭 40分を必ず視聴 

会計士の仕事は、会社の存続に関わるケースもある重大な仕事。 

そのような緊張感を持って、試験内容に照らして理にかなった学習ができているか。 

会計士としてどのような素養が求められており、受験勉強を通じて、どのように伸ばすか？ 
   

   YouTube 動画・資料→https://youtu.be/Mkebd7_krFc 

 

 

  

https://youtu.be/Mkebd7_krFc
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短答・論文合格までに必要な３つの力  どのように伸ばすか？ 

必要な力 目安となる状態 使う教材・サポート 

 

 

 テキストを理解 

 

☑テキストを読めば内容がわかる 

☑比較が出来る（共通点・相違点） 

☑具体例を挙げられる 

☑テキストを見ながらであれば、正解できる 

    規定の趣旨を言えるか？  
 

  ★基礎概念や理屈を理解すると、暗記量が減らせる。 

講義受講(何度も受講し直すのは避ける) 

質問(質問コーナー/質問ルーム/24目標 LINEオー

プンチャット/質問メール) 

その他各種アウトプット教材⇔テキスト 

理論科目 短答問題集…×の理由を考える。比較。 

★演習を通じてインプットの穴を探す。 

理解に加えて、 

本試験当日に 

 テキストの内容   

 を想起できる 

     (暗記) 

☑自力で初見の問題が正解できる 
 

☑問題を解いた後（もしくは目次を見て）、 

 テキストの周辺論点が 場合分け で思い出せる 

★ピーク合わせ･･･全体２週間以内、細かい暗記は付箋を

貼って試験直前の数日以内に暗記など 

各種アウトプット教材(問題集、答練、テキスト目

次、財理章扉 word)をきっかけとして 

繰り返し想起し、テキストへ戻る。 

質問コーナーで章を指定して理解度チェックを依

頼（口述式の問題演習）。 

テキストチェックゼミ活用。 

 

理解・暗記に加えて 

 大きなやらかしをせず 

 得点に繋げ切る 

 (試験中の行動) 

      

☑やらかしミスの対策・工夫をしている 

☑時間配分で崩れない、粘り過ぎない 

☑正誤の判断能力 ※×を探す。○は積極的には判断しない。 

【論文】問題文を読み、テキストのどこが問われている

か掴める。素直に過不足なく答えられる。基準集が使え

る（監査論、租税法、財務理論、企業法）。 

問題集・アクセス・答練・全国模試後に分析して

修正行動を検討。★解き慣れていない問題で試す。 

やらかしミスを分析し、対策をメモ。常に工夫。 
 

（論文理論科目の場合、zoom質問ルームや質問コ

ーナーで答案のフィードバックを受けるなど） 

  

典型論点・易しい箇所を絶対に取る！ 
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学習時 常に意識すること③ 

 「Output・Inputどちらかに大きく偏っていないか？」 

テキストを中心とした学習とは？…Outputを通じて、(テキスト)の穴を探す。   

    具体的な問題をきっかけ に、 抽象的・一般的な記述であるテキスト をつぶす。 
 

 

自習の流れ 

①  問題を解く。もしくはテキスト目次やキーワード一覧などから想起。 
 

②  テキスト【周辺論点】を場合分けで想起。 

    短答理論科目の場合、×の理由や規定の趣旨も想起 
 

③  テキストに戻り、周辺の点検（出題された箇所や覚えにくい箇所を特定・マーク） 

    周辺論点を確認（比較しつつ） 
 

 【注意】テキスト中心の学習とは、単に「読み流す」学習ではない。 

常にテキストを中心として、 

様々なきっかけからテキストに戻る ことで 

より丁寧に理解・暗記（もしくは暗記/回転の下準備）。  

特に、これまでの受験勉強の経験値が 

あまり高くない場合に注意 
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Ⅱ ８・９月のポイント 

初学者 現在上級講義を受講中の方の場合 

短答リスタート生の場合 

12月までのスケジュール概観 

初学者 現在基礎マスター講義を受講中の方の場合 
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８・９月のポイント 

初学者 現在上級講義を受講中の方の場合 
※短答式試験の 2 ヶ月弱前には講義を受け終わりたい(租税・選択科目以外） 

 

１ アクセスの準備・復習で計算強化。 

  財務計算・管理の短答アクセスで０ミス～１ミス程度におさえて上位になる！ 
 

２ 理論科目については、理屈が説明できることを意識。 

 

短答問題集に取り組む時も･･･×の理由を説明できるか？  
 

【回転の下準備】 

問題演習・テキスト復習で 

細かい暗記が必要な対象を特定して、マークや付箋。 

  ★納得感を高めて丸暗記を減らす。   

３ 全科目テキストを大事に、短答論文同時進行の意識で基礎固め。 

問題集は、あくまでテキストの理解・暗記の穴や、アウトプット時の行動修正のきっかけとする。  

準備が多少不十分であっても、 

自分の決めた日程で受けてしまうこと！ 
 

本試験までに効率的・効果的に力を伸ばせる。 
 

アクセス・答練自体が復習教材として役立つ。 
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８・９月のポイント 

短答リスタート生の場合 
 

１ 計算強化。 

     財務計算・管理の短答アクセスで０ミス～１ミス程度におさえて上位になる！ 
 

２ 理論科目については、理屈が説明できることを意識。 

     読んでも理解できないような箇所は、Web論点別講義を活用。 

     短答対策講義は、初年度生向けの教材復習を優先した上で検討。 

     詳しくは、6月末合格発表後実施 「合格発表後リスタートセミナー」視聴。 

 

３ 全科目テキストを大事に、短答論文同時進行の意識で基礎固め。 

問題集は、あくまでテキストの理解・暗記の穴や、 

アウトプット時の行動修正のきっかけとする。 

 

※テキストを見ながら５月短答本試験問題を復習。 

  解説 PDF 公認会計士 解答速報｜第Ⅱ回短答式試験｜資格の学校 TAC[タック] (tac-school.co.jp)  

準備が多少不十分であっても、 

自分の決めた日程で受けてしまうこと！ 
 

本試験までに効率的・効果的に力を伸ばせる。 
 

アクセス・答練自体が復習教材として役立つ。 

https://www.tac-school.co.jp/kouza_kaikei/sokuhou_5gatsu_tantou.html
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短答リスタート生・現在上級講義を学習している方 

１２月短答までの大まかなスケジュールとポイント 概観 
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８・９月のポイント 

現在財務計算基礎マスター講義を受講している方の場合（24/25チャレンジ本科生など） 
 

１ 目安として、短答式試験の 2 ヶ月弱前には講義を受け終わりたい(租税・選択科目以外） 

★受講ペースを上げる場合も、講義週の計算トレーニング・実力テストまでの復習を徹底。目次学習を活用。 

★時間が限られる分、自習の負荷・頻度を上げてカバーする。 
 

  現在基礎マスター２の場合、早稲田校 プレミアム/短期集中生の日程の組み方等を参考にする。 

          @C.P.A. 講義日程→24目標→早稲田校 

   受講日程シミュレータを活用。 

   受講開始日・受講曜日・講義を受けない除外日を指定。 

 

２ 完璧主義は避けて先へ進めつつ、振り返る復習を並行して進める。 

      特に財務計算・管理会計論。 

    ★ミニテストや実力テストは必ず受けて、復習に活用。 
 

        既習分野であれば、 

          出題範囲のあるアクセス・短答基礎答練を活用して OK。 
 

  

３ 5月目標の場合でも、12月短答時点で計算の既習分野について 

  自信を持って解ける状態を目指す。 

     復習時間は、受験する短答の２～５ヶ月ほど前までは財務計算・次いで管理会計に大きく充てて OK。  

準備が多少不十分であっても、実力テストや 

各種答練は自分の決めた日程で受けてしまうこと！ 

本試験までに効率的・効果的に力を伸ばせる。 

復習教材としても役立つ。 
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学習ペースの組み方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★受験する短答式試験の３～５ヶ月半前頃などまでに、計算科目の特に基礎マスターについて 

 講義受講だけでなくトレーニング・実力テストの復習とテキストの復習。苦手な論点は、ミニテストを活用。 

   ★短答式試験の遅くとも２ヶ月～２ヶ月半前には下記講義受講を終わらせる。 
 

 

 短答式試験の２ヶ月ほど前から、短答直前答練など実践的な問題演習。最後の１ヶ月は特に暗記・回転。  
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講義受講・計算強化期のバランス例（短答５ヶ月前など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★受講ペースを上げる場合でも、講義週の計算トレーニング・実力テストまでの復習を徹底。 

 目次学習を活用。 

★時間が限られる分、自習の負荷・頻度を上げてカバーする。  
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Ⅲ-１ アクセスについて 

財務会計論 

出題範囲表 

準備の例 

財務計算ポイントチェック 

計算 基礎的な問題はある程度取れるが、 

     あと一歩足りない場合 

管理会計論 

出題範囲表・準備の例 

テキストの場合分けを整理・暗記 
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財務計算アクセス 出題範囲表  ※早稲田校は 7/9(日)以降朝 10時-12 時 財務・管理まとめて実施 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎マスター 

範囲 

上級範囲 

補講論点 

（テキスト 10） 

詳細範囲は 24 目標から解答冊子末尾だけでなく 

Web School「教材」欄にもアップ 
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財務計算アクセス 準備の例   ※詳しくは、財務計算アクセス→短答アクセス「オリエン」を視聴 

 

各週アクセスまでに、該当範囲について… 

 

① テキスト例題 をざっと復習。 

  簡単過ぎる例題は飛ばし、 

  必要と感じた例題はシートを使って解く。 

 
 

② トレーニングの苦手な問題 に取り組む。 

 

 

③ 過去問集のうち、該当範囲の易・中 を解けるようにしておきたい。 
 

   トレーニングとは異なる表現での出題に慣れる。 

   アクセス該当回までに解き切れなかった場合には 

   短答答練まで、など自分で期限を設定。 
 

もしも余裕があれば･･･ 

パワーアップ問題で集計力を強化。 ★上記３つが優先。 
  構造論点のアクセス予習に適宜活用しても OK。余裕がなければ 12月短答後。 

 

★アクセスは点数よりも前後が重要！準備と分析・復習で得意論点に変えていく。  

準備が多少不十分であっても、 

自分の決めた日程で受けてしまうこと！ 
 

本試験までに効率的・効果的に力を伸ばせる。 
 

アクセス・答練自体が復習教材として役立つ。 
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参考：財務計算 「ポイントチェック」 冊子・PDF 

 24目標向けの新作教材。出先ですぐにテキスト要点を確認したい際などに活用。 

 本試験当日確認する用にミスを一元化してもよい（シャーペンや消せるペン、付箋推奨） 
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計算 基礎的な問題はある程度取れるが、あと一歩足りない場合 

★例題を P/L・B/S区分を意識して復習する。 

 

★制限時間を縮めてみる。不要な下書きはないか？ 

 

過去問集を解いて計算テキストに無い記述があれば、理論テキストで併せて復習。 

 

 

★今の自分にとって、少し背伸びする難易度の問題を解く。 
 

 

 負荷がかけられているか。 
 

 問題を解いたら、周辺の場合分けや相違点 まで思い出す。 

 

ごく簡単な問題や、数字を覚えるくらい解いた問題は？ 

  →卒業するか、解法プロセスの想起に使う。 

  （トレーニングは、アクセスの進捗に従って、徐々に卒業していくイメージ）  
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財務会計論-計算テキストチェックゼミ（短答/論文向け 6月から８月にかけて実施） 

 

処理を場合分けで想起する際に活用。 

   アーカイブ資料・動画･･･Web School アーカイブ配信ページ 
 

問題の例 
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管理会計論アクセス答練 出題範囲表  

８回目までで、上級範囲も含めてテキスト１周。 
※詳しくは、管理アクセス 短答アクセス「オリエン」を視聴 
 

準備方法 

  テキストで場合分けを整理・暗記。 
 

  テキストを思い出しつつ、 

  トレーニングが解けるように。 

 

   ★解法プロセスが言語化できるか。 

 

  ５回目以降は、該当範囲の短答理論問題集も進める。 
 

   １-４回目 計算問題のみ 

   ５-８回目 計算・理論混合 

   ９-13 回目 原価計算編の理論問題のみ 

   14・15 回目 計算・理論混合 
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Ⅲ-２ 短答答練について 

 

準備時のポイント 

出題範囲 

復習時のポイント 

 

参考：短答直前期のポイント 
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準備が多少不十分であっても、 

自分の決めた日程で受けてしまうこと！ 
 

本試験までに効率的・効果的に力を伸ばせる。 
 

アクセス・答練自体が復習教材として役立つ。 
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Web School 学習フォロー⇒教材 
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１２月短答答練・模試の成績判定目安  ※成績判定を厳しめに変更している。 

 

 

   偏差値        合格可能性の目安 
            （直近４年間の模試・答練のデータと本試験結果を参考に算定） 

  ６２― A 判定        ８割 

 

  ６０― B 判定        ７割 

 

  ５８― C 判定        ６割 

 

 ５５.５―  D 判定        ４割 ※平均から１・２問多く正解するレベル 

 

５５.５未満  E 判定     （A～D 判定までの累計で５割など） 

                E 判定から合格するケースも多い。本試験までにつぶし続ける！ 

受験者の正解率 40％以上を全て取ると･･･A 判定を超え、ボーダーを気にせず余裕を持って合格できる水準。 

 

  

★模試が A 判定でも本試験で成績が下がる大

きな要因･･･最後の２週間の過ごし方。 

科目の偏りなく、計算のメンテナンスなど含

めバランス良く進める必要がある。 

 

 まずは重要かつ苦手な論点に取り組む 

         ↓ 

   直前期は得意な論点も点検 

★みんなが取れる問題を正解できるようにする！ 
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★点数がある程度取れている場合に要注意。 
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巻末資料 
 

主なサポート制度 

24 目標質問オープンチャット（財理・監査論・学習法） 

５月短答参考資料 
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１対１の相談時、より具体的な話ができるよ

うに･･･ 

★質問・相談前に、直近で実施したオンライ

ンセミナーの資料確認（できれば動画冒頭 30

分程も視聴） 

★相談時、自己分析結果/現在の自分の課題や

今後の方針、解いた際の下書き/答案等を持参 
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LINEオープンチャット 財理・監査論・学習法 （７月 24目標始動済み） 

 

掲示板のような形式で、匿名で講師に質問できる。画像貼付も可能。 

   対応講師  財理・学習法：平林  監査論：岡田 

     参加方法･･･Web School「講座からのお知らせ」欄 最新イベント情報 
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転職・専念するか・就活と並行するかなど 進路に迷っている場合 
 

 

フリーダイヤル・メールで相談可能。 

 

 
 

            counselor@tac-school.co.jp 

 

 

予約不要・随時対応。 

  

平日日中以外も、 

メールで希望日時をいくつか伝えていただければ、 

平日夜などに zoom/電話相談も調整可能。 

  

mailto:counselor@tac-school.co.jp
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ＴＡＣのサポート制度まとめ 
 

公式 LINE や定期セミナーにより、自力で ゴールから逆算 やある程度立て直しができるように。 

 

学習中不安になった時も… 

LINEオープンチャットや、 

予約不要の zoom 質問ルーム（1 対複数・匿名参加 OK）、 

質問コーナーや質問メールなどで 

講師に直接聞いて疑問・不安が解消できる。 

チューターも様々な校舎に待機（オンライン質問ルームにも待機有り）。 
 

 

【大学受験との相違点】 

 特に論文期に入ると、理論科目で 

 答案のフィードバックを受ける機会が重要になる。 

  質問コーナーや zoom 質問ルームを活用。 

  
★本格的な受験の経験値が少ない場合、 

 学習法が確立できておらず不安で学習に集中し辛い。 

 サポート体制をフル活用する。 

 

 



2023/8/1(火)実施 24 目標状況別セミナー p.39 

 

 

 

 

まとめ  

 

８月は計算を重視！ 

９月末にかけて問題演習を通じてテキストの理解を固める。 

回転の下準備。 

 

短期集中生は、早稲田校の日程などを参考に進める。 
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参考：令和５年 短答式試験（2023年５月実施） 

正解率 40％以上を全て正解すると… 

財務会計論 １５2点 理論 ６４点 8/10問 

                  計算 88 点  個別９/12 問  連結 4/6 問 

管理会計論 理論 ３５点 7/8 問(問１以外) 

           計算 22点 3 問 

             ※さらに 30%ほどの標準(8 点)と資金管理(7点)も 

                      どちらか取ると 57＋8 又は 7 点→65点ほど 

監査論 ８０点 

企業法 ７５点 

合計点数 ３６４点(72.8％) 

       管理で標準(8点)と資金管理(7 点)どちらか取ると３７１点（74.2％）  

 

          実際のボーダーラインは６９％  (TAC 予想ボーダーは 69-71%) 
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参考：令和５年短答Ⅱ 各科目のポイント  ★理解、暗記/ピーク合わせ、試験中の行動 

企業法 

難易度 Aを、金商法も含めて取れたか？ 

正しい記述について条文の趣旨をおさえ、正しい記述を判断できたか？→75/80 点など 
 

管理会計 難易度 A全て取ると→57点 

理論 

企業法を引きずらずに切り替えられたか？ 

難易度 Aの理論を取り切れたか？ 

思い出すスピードは遅くなかったか？ 
 

計算 詳しくは、岡本講師セミナー「何を変えれば短答に合格できる？」開始 40分以降を視聴 

費目別計算で、見慣れない指示で焦らず一旦飛ばせたか？(正解率 27%) 

個別・CVPで正確に正答できたか？（51・41%） 

総合(A 47%)について、組別も手薄にせず、正確に正答できたか？ 

標準(B 29%)で、理屈で選択肢を絞り正答できたか？ →64点 

資金管理(B 31%) 手薄にせず、残った時間で正答できたか？→72点 
 

監査論 

問題１．２、９-20 までの難易度 Aを取り切れたか？→13問、65点になるはず 

短答フォロー講義テキストや要求事項の正確な知識や趣旨の理解などで 

正解率が特に高い難易度 Bの問７・問９などが正答できたか？→75点以上になる 
 

財務計算 

難易度 Aを確実に取れたか？難易度 Bについて、財務理論の表示区分の知識等を使って落ち着いて解けたか？ 
 

財務理論 

難易度 Aの８問を確実に取れたか？ 

計算や短答確認問題集の問題（連結子会社の判定）の知識を使って、あまり時間を掛け過ぎずに取り組めたか？  
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【 M E M O 】 

 


